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r
て

而
し

ft
:其
方
法
は
坑
夫
の•勞
働

^,
間
幷

t
卿

を

崖

し

泰

公

Iの
處

@

?

5ざ
る

可

い

春

。

TT̂ "?r*-» .

W M
' W

の
有

^

な
る
組
織
の
下
に
、
-始
め
て

'

支

持

せ

ら

る

>を 

得
る
程
度
に
置
く
の
一
事
に
外
な
ら

H

る
.

な
办
。

或
は
坑
夫
の
狀
泥
の
改
善
は
希
蠻
す
可
&
所
に
栩
違 

■

な
ぐ
、採
炭
量
も
亦
坑
夫
の
增
加R
依
て
、
戰
爭
前
.の
程 

度
に
復
す
る
乙
.
あ̂
■ゲ
ヒ
ず
る
も
、
^
s
l
-̂
^
a
^
^
'
ff
.
. 

炭
の
代
價
に
.大
次
る91
上
を
爲
さ
父
れ
ぱ
、へ
勢
動
時
間 

:0
0

&
ょ
り
生
ず
る
費
用
に
當
り
雛
ぐ
へ
英
國
の
•輸
出 

貿
易
、
製
繼
幷
に
消
費
者
に
不
良
の
影
響
を
及
ぼ
す 

に
至
る
こ
S
を
®'
る
S
者
あ
办
。
然
れ
ど
，も
阬
夫
の
生 

活
標
準
に
於
け
る
改
善
が
產
業
其
も0:
>
能
率
を
維
持 

し
、
又
國
民
全
體
の
利
益
を
滑
進
す
る
に
必©
な
|

 

.

.ぜ
ん
力
、一

時
代
價
に
猶
貴
を
惹
起
す
の
事
翁
を
以
て 

改
善
に
對
す
る
絕
對
的
反
對
論
と
す
る
能
は
沪
。
.
a
つ 

勞
働
時
間
が
他
の
產
業
に
於
て
短
縮̂
れ
、
又
生
活
の
. 

德
4-
?
カ
社
會
の
他
の
方
面
に
於
て
引
上
げ'?
>.れ
た
る
場 

合
に
之
"に
應
ず
る
改
良
を
炭
坑
夫
に
拒
否
す
る
は
甚
だ

勞

/»
時

間

の

短

縮

が

必

中

石

炭

の

代

價

を

騰

貴

す

る 

fc
至
ら
し
む
可
し
S
云
ふ
說
は
、
產
業
の
现
狀
の
®
續 

す
る
こ
€
を
根
據
と
し
た
る
も
の
な
れ
ど
も
、
此1

 ̂

は
疋
當
な
6

云̂
ふ
能
：は
ず
。：
現
に
最
近
蘇
格
蘭
に
於 

け

るf

炭
礦
會
社
の
當
局
*
は
株
.主
^

會̂
社
妒
#
の 

如
ぐ
繁
昌
を
極
め
つ、
あ
る
場
合
に
、
何
故
に
被
^
者 

を
«
遇
せ
ざ
.る
,̂
'
の
質
問
を
受
け
、
之
に
：答
へc T

®

 

人
は
炭
坑
主
組
合
の一

員
^
し
て
、.隨
て
他
0
»
#
吐 

に
對
し
て
,
忠
實
に
.行
胁
.せ
ざ
る
可
か
&
ず
、
他
み
W 

會
紙
が
良
好
な
S-
賃
銀
を
支
拂
ぅ
を
得
ざ
る
場
合
にy 

吾
人
獨
t
賃
銀
を
上
*
す
る
を
得
ん
や」

と
云
へ
り
双

て
炭
坑
主
に
賃
銀
引
上
を
.許
す
の
餘
裕
あ
る
こ
e
を.S 

る
可
，3

0
八

英
國
に
於
て
、
坑
夫
の
勞
働
條
件
を
饞
良
に
し
、
殊 

K
彼
等
の
勢
働
時
間
を
短
縮
す
る
に
當
&

ヽ
炭
i

に
瞵 

貴
を
來
§
t
.•し

て，-
.其
.目
的
を
達
*
んw

す
る
ド
«
人
ン

ふ.
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炭
坑
の
所
有
幷
に
經
營
の
狀
態
を
統
喊
し_
加
ふ
るU

 

S
炭
の
配
給
を
最
も
經
濟
的
の.基
礎a

•置
く
を
必
要
芯
. 

す
る
は
勿
論
に
し
て
’
現
に
ナ
ー
、
タ
.ッ
チ
：ャ
ー
;>
"

、
.

レ

.ッ

ド

メ

ィ

ン

の

如

き

、

炭

坑

の

補

人

所

有

制

度

は

炭

 

坑

業

全

體

の

見

地

に

就
$

云

ふ

^

、

國

民

的

見

地

ょ

k

. 

.
見

る

も

、

' 
冗

費

の

大

な

る

を

免

か

作

ざ

る

こ

ど

を

明

言

 

し

允

ぅ

？

而

し

て

上

記

の

如

き

統

1

を

炭

坑

業

に

實

現

 

t :
る

に

は

、.
國

有

制

度

に

依

る

の

外

、

他

に

敗

の

存

す

.： 

.
る

を

知

ら

ざ

る

な

i

。

思

ふ

に

輿

論

は

國

民

的

ト

ラ

ヌ. 

ト

を

設

け

て

、

炭

坑

の

經

營

を

託

す

る

が

如S

制

度

に

 

對

し

て

は

、

如

何

^

暴

利

を

取

締

為

の

道

ぁ

り

？

又

消

 

費

遨

の

利

益

を

保

讓

す

る

の

便* 'b
v

j

す

る

も

、

之

を

 

承

認

せ

ざ

る

，
可

く

、

抗

主

ビ

坑

夫

ぬ

の

共

有

制

度

の

如

 

き

、

亦

然

る

も

の

ぁ

6

ん

。

公

衆

.
の

利

益

を

保

議

す

る

 

の

見

地

ょ

i

K

は

ん

か

，

石

炭

S t
#

官

眯

此

以

上

.
に

爲

 

す

所

な

か

る

可

が

ら

す

。

戰

時

石

聚

盤

督

官

が

炭

價

の

 

暴

騰

す

る

勢

を

抑

制

し
“て

、「

家

庭

扠

於

け

る

消

®

に

對

し

て

蜞

勿̂

®
分
#

M

s
ft

於

け

る

費

用f

約

^
資 

し
た
：り
..
-0
然

本

資

本

家

の

资

業
fc

對
D

v
>

官
僚
的
監 

瞥
釔
加
ふ
奋
の
ー
方
法
は

«

結

躲

に
於
て
、

生
產
袞
に
も 

消
費
者
に
：も

不

滿

足
®

，名
.を
免
れ
ざ
る
の
~み

沈
:'
&

中
、
 

國

有

制

度

^
異

な

办

勻

礦

山

に

於

枕

芩

勞

働

の

保

安

を 

改
{
!
^
:る
に
寶
す
备
：

^

女
;'
0
.

:

玆
に
於
て
が
菩
人
は
現
, 

行
0.

個

人

所

有

制

度

努

不

可

ば
;!
>
:と
す
る
以
上
は
、
之 

に
代
な
^P

の
V
;國
#

制
度
.以

外

に

存

せ

ざ

る

こ

.
$

^-
斷
 

m

せ
ん
.
^す
。

:

.ン

.
，
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ギ

ル

ド

社

龠

主_

の
.國

象
|1
1

は
其
^
淑
を
マ
ル
ク
ス

銷

十

麗

(

S

S
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i

A
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化
す
あ

^
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ビ
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一 FriedricK E

n
g
e
k
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的 OC
M
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Utopian 
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S
d

没
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Kerr 

_

o

n 

p. 

1
2
3)

あ
を
。
か
う
f

屢

は

ギ

ル

ド

社

會

虜

言

势

國
 

家
觀
七
お
い
て
マ
ル
ク
ス
主
義
者
を
全̂I:

致
し
た

 ̂

云
ふ
の
で
は
な
い
o
た
气
キ
ル
ド
社
會
生
義
者
嘉
マ 

ル
ク
ス
派
社
會
主
_
者
ビ
同
じ
ぐ
國
家
を
以
つ1:
:其
，0' 

社
會
の
經
濟
狀
態
の
反
映
で
あ
る̂
云
ふ
點
ぶ
’あ
い
で 

一
致
し
、
現
在
の
國
家
が
贅
本
家
的
國
家
で
あ
る
ミ
す 

、る
所
に
あS

て
一
致
し
て
お
る
と
云
ぶ
の
で
め
る

C

然 

ら

ば

マ

ズ

ス

派

社

會

襄
S

家
管
は
何
で
あ
る

が
私
は
是
を
フ
タ
I
ド
タ
ッ
ヒ
*,エ
ン
ゲ
ス
の
著
作
に 

求
め
^
.い
と
.a
ふ
o
:
:

エ
ン
ゲ
ル
ス
0
く

【

さ
う
し
て
近
代
の
國
家
は
勞
働
者
並
に
倜
々
の
資 

.

本
家
の
侵
害
に
對
し
て
資
本
家
的
生
齑
方
法
を
維
待 

せ
ん
が
篇
に
資
本
家
的
社
會
に
ょ
，う
て
企
て
&
れ
た 

,
唯1

の

蠢

で

あ

る
o
近
代
0.
國
家
は
其
形
態
の
如 

.何
を
問
は
.す
、
本
質
的
に
資
本
家
の
機
關
で
ぁ
と.

{

斯
樣
に
：土
ン
ダ
^
ス
：
は
.近

代

國

家

の

本

質

を

斷

定

し 

一

資

本

主

義

の

發

達

ば

I,

方
に
：
あ
：い

て

富

が

少

數

の

富

豪 

|

の

手

に

集

中

せ

ら

る4
ビ

共

に

伽

方

に

於

て

は

多

數

の 

無

產

者

の

貧

困

の

集

積0:
存

在

す

ベ

き

こビ
を
諭
せ
る 

|

所

謂

資

本

家

的

集

積

說

を

說

述

し

、

生

產

の

社

會

化

.ビ 

|

富

の

分

'配

の之

.に
陳
は
，ざ

る

こ

ビ

に

ょ

办

て

來

る

ベ

き 

大

破

産

に

際

し

て

、

無

產

者

階

級

の

社

舍

繁

に

ょ

な
 

|

て
、
す
べ
.て
の
資

本

は«
會

化

.せ

ら

る

る

に

至
5

、
無

產
, 

者

階

級

ば

解

放

せ&
れ

、

乙>

 
に

階

級

：の
差
別
な
き
社 

會

の

出

稞W

な
$
て

特

殊

階

級

の

機

關

た

る

國

家

の

必 

要

な

き

に

至

る̂

.云
ふ
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
丄
ン
ダ
ル 

ス
自
ら
の
言
葉
を-借
ケ

で

袞

へ

ば

次

：の
通6
で

ぁ

る

。

「

如
何
な
名
：社

會

的

階

麻

も

他
.に
眼
從す

.：

る

こ

す

な

s

f

階

級

的

支

配

を

現

在

の

生

產

に

お

け

る 

無

秧

字

に

ょ

づ

て

起る

生

活

の

爲

め

個

火

的

爭

闘

ミ 

’
是

等

ょ
b
生

す

る

混

亂

，
動
擦
の
，除

去

せ

ら

る
る
や 

何

も

の
.毛
抑
®
せ

ら

る

を

も

の

な

'
^
從

つ

て

特

殊 

の
.

M

«#1
f2
る
1

は
_

必

喪

な

含

に0
る
の 

で

あ

る
。

*
: •國
家

は

廢

止

せ

ち

る

る

に

あ

ら

ず

し 

て
、
死
滅
す
る
の
で
あ
る
。」

すoo(Eng^ls: 

lo-
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p
p
*
I
2
g
-
I
2
9
)
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佛

國

社

會

主

義

者

ガブ
タ

エ

ル

。
ド
、
ビ
ィ
ル
も
亦
.圃
家 

の

問

題

にa
s

て
明
快
な
る
解
說
を
下
し
.て
お
る
。
日 

く

「

國

家

は

赴

會

に

^

^

の

存

在

せ
ざ
る
所
に
あ
ウ
て 

は
存
、在
し
な
い
も
の
で
あ
る
が
隙
級

,0
.存
#

と
其
包
：舍 

す
る
矛
盾
ビ
共
に
其
の
發
注
せ
る
形
藤
に
あ
い
<
a

& 

IX
來
る
も
の
で
あ
る
.。；
一
定
の
»
會

狀

«

の
產
物
と
し 

て
國
家
は
そ
の
狀
態
の
繼
續
す
.る
限
b
存
績
す
る
ネ
の 

0
あ
る
。
1

S
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こ
、の
工
ン
ゲ
ダ
メ
雄
^
ド
ビ
、

ダ
の
言
葉
を
.グ
y

ダ 

ア
ベ
〒
ド
に
^

つ
^
分
解
し
て
見
る
ミ
次s
通
知
で
あ

1
1

，

國
家
は
他
よ
b
も
有
*
な

るI

階
級
の
機
關
で
あ
’

f 
ニ

'然
る
忙

^

§̂
は

產̂
並
代
交
易
手
段
の§
 

化
に
ょ
つ
て
、•す
べ
て
の
_級
‘を
廢
^
ぜ
ん
と
す
备 

I ： 

i
s
で
あ
る
。
：

j

三
、
故
に
こ
の
，事
實'に
：ょ
：̂
、
.社
督
主
義
は
國
家
を
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一

t
せ
ん
ヒ
す
る
も
の
で
あ.る
、(

E
-a
.
i
e 
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一
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versus 

the 

s-̂
t
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. Tr

a
n
s
M
e
d

 

by 

一
 

chaLrl̂
s H
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 Kerr, p, 152).

多

少

の
®暴
の

差

異
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，な

に

し

て

も
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ン
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ス
の
云
ぶ
意
哝
は
こ
0
グ
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現
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お
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る
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震
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。
き

|§

の

.全
-一.的
統
治

f
認
§

い
の
で
あ
る
。

「

こ
れ
等
の

力

「

现
代
の

國
家
は
主
と
し
て
、
さ
ぅ
し
て
够
荀
こ
次

.

資
本
主
義
S

濟

的

雰

の

政

霧

唐

で

あ

る

の

•は 

事
實
で
あ
る
。
> (G. D. 

H. 
Cole; Labour in 

the 

O

O

I

i

i
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p
，

ICO
I

) ： 
？
云
つ
て
g
る
如
く
念
こ

Ii

.

承

認

を

與

へ

て

お

る

：
。
.
.
差

そ

_

1

;
一
の
：
s

i

に
. 

M
V議

を

捕

は'さ

ま

な

い.の

で
&'

る
»0

コ

ー

レ

次

云

ふ
。
.

「

M
會

主

_

は

他

の

諸

階

級

に

對

し

て
、
.無
產
者
階

級
?: 

優

勢

な

ら

し

め

ん

ど

す

る

も

の

で

ば

な

ぐ

.て
；、
•
反
つ
で 

す

•へ
て
の
[̂
級

を

廢

北

せ

ん

ど

，

る

も

の

で

あ

る
0」.
, 

(.Labour 

3 th
e

 

c
o
m
m
o
m
y
e
a
l

'̂p:. 

1
8
5
)

 

’

も
か
し
乍
ち
ギ
ゲ
ド
祉
詹
主
義
者
は
，將
來
そ0
建
.設
. 

す
ぺ
き
社
會
に
あS

て
-
國
家
を
杏
笼
す
る
毛
の
で
は 

な
い
。
彼
等
の
考
へ
て
社
會
に
は
國
家
は
存
飞
す

す
べ
て
の
人
間
I

體

,0
中
で
、‘
_
家
《
士
の
重
要
な 

る
iu
位
を
占
め
る
こ
マ
し
が
出
來
る
け
れ
ど
も
厕
家
は
嘴 

一
一
の
#
威
で
は
な
い
。
、國
家
：は
す
ベ
て
の
人
々
が
平
锻 

に
同
#
化
生
活
し
V
i
.る
.社
會
.の
#
員
.，

i
j
®

す
る
_
 

な
重
要
な
猶
類
.の
典
同
的
作
業
，̂
遂
行
す
$
爲
..に#
龙 

\

す
4
。
‘他
の
種
類
@
作
業
に
蹦
し
て
：は
^

々
は
他
の
齒

|

體
t

仁

.他Q
S
Q

麝

i

f

す
る
も
の
で

あ
る
。
.

§
ぅ
し
て
乙
'れ
等
の
瞎
體
は
»
關
係
す
る
範
圍 

|

{̂
お
い
で
は
、
國
家
が
»
關
係«
圍
に
知
け
，る
^
如
ぐ
、

|

厉

樣

な

主

權

を

有

し

て

あ

る

。
即

ち

社

會

に

は

：普

«

^

\
主
權
が
存
在
I

い
の
.で
I

P

V何
.f

れ

w
a會
を 

權
成
す
る
個
人
は
如
何
な
る
形
態
の
随
體を
以
て
し
て 

.
も
其
一
っ
で
は
完
全
は
代
表
さ
れ
る‘」

e
が
出
來
な
い 

か
ら
で
あ
る
。

〕
0
昏

：
ム
卷
的
0く
货
|

&

梦 

'̂
cc
e
斯
の
樣
に
ギ
.ル
：ド
社
會
主
義
の
國
家
觀
の
*
本

思
想
は
國
家

'

の
#

遍
的
主
權

_

を
懿
容
し
な
：い

點

は

存

す
.

聯
合
委
員
脅
に
ょ
つ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ

.

る
0」

.
ぺ
 

る

:0
fi
l
lち
主
權
は
全

t
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に

^

在
^

べ̂
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.
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.
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h
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h
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し

て
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會
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圃
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機
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：其̂
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M
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a
l
^
l
g
a
l
o
n
a
r

窗

&
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3

き

權
を
泱
定
せ
ん
ビ
す
洛
の
ヤ

^

吝

タ

然̂&
ば

普

遍

的

生:-
£ 
く 

：，

八
：
.
.:.
■
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.. 
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.

.

.

權
^

§
|

容
し
な
い
な
ち
ば
如
何
«
る
組
織
を
取
る
か
。.

そ
れ
は
社
會
を
ニ
つ
^

分
^

^
灰
で
ぁ
名
;;
6

能

を

異

に

す

る

消

费

潘

迄

生

瘗

者
(?
)
7-
:
ー
 
つ

；
に

#

#

^

分

割
す
吝
こ
と
で

I

O
即

ち

生

產

潸

を

代

表

す

石7
P
0

f 
し
.て
':
.
'
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を
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を

代
表
す
る
も
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,
て

M
u
n
i
c
i
p
a
l

 

C
o
u
n
c
i
l

を
設
け

/
•
.

卞

？
其
間
に
主
權
の
分
割
を
行
ふ
こ̂
セ
ぁ
る
9
乙
の
.
 

之
艺
を
他
.の
：言
葉
P
置
き
換
，へ
る
と「

ギ
ル
ブ
は
其
ギ 

^
ド
脅
議
を
.通
じ
て
、ソ
す
べ
て0;
麻
猝
#
產
業
的
事
項 

ic
關
し
て
は
、
其
最
終
0
權
威
で
.ぁ
ダ
、
國
家
は
其
議 

會
を
趾
じ
て
す
べ
て
の
純
粹
な
政
治
的
事
項
に
關
し
で 

ユ
^T

最
够
の
If
威
で
ぁ
各
。
S
ぅ
し
て
政
治
的
能
に
產 

業
的
蹲
要
を
#
,す
る
事
項
•はy

 
^
ド#

!»
の̂

I.

»
で
以
上
は
ギ
.;1
:
>'
社
會
主
_

0
國
家
觀
の
根
本
思 
|

想
で
あ
る
が
、
彼
等
咏
如«
に
1,
セ

-;
の
結
論
^
到
達 

一
u

^

0で
あ
る
が
。：.秘
ぼ
次
柃
な
の
點
を
論
じ
衣
找
れ 

|

ぼ
な
；̂
贫
い
。
こ
0'
:
問
題
^
就
^
.て
の
ギ
>
ド
»
會
主 

一
#
の
0?
論
鉍
紹
介
ず
る
i

矢
®K..1V

1
.ル

の

著

寮

が 

\

最
も
^S

欉
.に
思
：ふ
-°
.故
^
本
問
題
^
關
す
る
議
論
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コ
ー

火
の
著
#
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s
象ĝ
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^
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起
し
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あ
る
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は
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生
活
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あ
け
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支
配
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政 

治
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機
關
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self-

/Qo
v
e
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m
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 ̂1 

ル
は
答
：へ
て
為
る
。
現
在®
交
.明
社
會
は
.政
治
的
は
獨 

立
せ
：
る

数

多

の

共

同

^'
洁

躜
ょ
ら
^
立
し
X

S
て
，其 

相
互
の
關
痛
は
其
政
治
の
機
關
即
ち
國
家
を
通
じ
.て
表 

現
'さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ'ぅ
し
负
各
0
獨
立
の
共
同
生
. 

活
體
ば
其
一
員
た
る個
人
間
の
關
係
、
ま
れ
は
其
內
の 

,
1

艺
他
の
H
體
ビ
の
.交
f

 e

は
跛1
の
全
體
ft 

對
す
.る
關
係
を
..規
律
、す
る
が
如
き
.內
政
的
目
的
に
：對

レ

' 

て
も
其
國
家
な
る
機
關
を
用
ふ
：る©
で
：あ
る
。
斯
<
の 

如
く
國
家
な
る
啪
の
は
其
共
同
生
：活
體
の
爲
に
共
同0 

目
的
を
表
明
し
、
共
同
の
.行
動
を
取
る
爲
に
存
在
す
る一
 

.政

治

的

刺

度

で

あ

る

々

:

一

 

•备
共
同
生
活
體
の
中
に
は
國
家
のi

せ
ざ
る
ー
畠
㈤. 

的
行
動
の
多 

<
:の
形
■
迄
實
例
J
が
；存
寸
る
の
で
;？
) 

る
。
即
ち
各
共
同
生
活
體
の
中
に
は
國
家
の
每
部
技
屬 

S
在
ぃ
多
弋
の
團
體
淹
發
見
ず
名
：
>>-
ミ
が
.出
來
る
0
.で

あ
る
だ
が
ら
典
狀
旛
菔
に
作
用
の.異
な
.る
に
從
：

0

 
S
 

々
は
之
を
別
種
の
為
の
と
見‘な
.け
れ
.ば
な
ら
ぬ
。> j

れ 

‘を
_
家

state.

社
會
3
。
皆
貧
'
:共
同
生
溶C

o
m
m
u
n
i
t
y 

©

s
<>
te
大
別
す
る
こvj

が
出
來
る
。
こ
の
區
別
は
ロ. 

J
ル
の
社
#
學
的
思
耀
に
：お.い
：て
®
要
な
も
の
で
«
は 

之
を
次
0'
«

說̂
明
す
を
0
で
悉
る
。.
1

^

1

^

.
 

方的政治の組織は

_
家
を
#
味
し
、
典
同
生 

活
に
.お
.呔
る
共
同
行
動
に
：對

す

を

 

稱
し
て
、‘：社
會
と
云
.ふ
の
で
^
る
メ
國
家
、

：

敎
會
，
勞 

働
運
動
等
ゆ
之
を
社
會0
€
:
^
包

含

す

る

の

で

t

o
 

然
し
な
が
ら
國
家
も
社
會4
共
(2
:
共
闾
生
活
か
ら
區
別 

奢
れ
な
け
れ
ば
な
も
な
い
：。パ
共
同
生
活
は
是
餘0
も
'の 

の
脊
後
R 4

り
て
、
是
赛
の
i
:の
^
.
維
持
す
石
も
の
で 

あ
る
。
社
會
は
共
同
意
忠
の
機
關
で
あ
る
。
け
れ
ざ
％ 

共
！̂

恩
は
.
§

i

蚤
砂
^
.

Q

に
の
み
存
す
る
?
 

あ
名

.

。
ご

'

:

:

 

:

.

.

.

.

.

へ
.
.
.
.

,
.
.

^

ノ
：
：
，
.:'、\ 

.:

.然
ち

ば
斯
く
の
加
き
意
味
奶
墟
家

0
眞

(?
)
':«
質

は

何
 

で
あ
る
か

。

.

此
間
題
に
對
し
て
無
政
府
逍
蒸
.者
は
國
家 

谅
財
産
0
擁

馨

で

あ
h
v>
從
っ
て
廣
本
主
義
の
消
滅 

と
共
に
、
國
家
に
對
す
る
必
要も

"

國
家
そ
の
も
の
も
涫 

滅
す
る
に
至
る
ミ
考へ

、

哲
學
的
急
進
主
譎
者
は
國
家 

は
.
.ょ

き

生

话

に
• »

す
る
襟
害
を

^

く
爲
に
存
在

~

^
 

力 

く
す
る
J

R
ょ
つ
て
最
大
多
數
Q
:f
t
大
幸
福
を
僧
進
す
. 

る
も
の
な
办
ミ
栄
張
す
る
の
で
あ
る
。
更

K

集

*
主
義 

者
は
國
家
を
し
て
.民
主
猶
に
組
«
し

"

一
般
の
利
益
の 

爲
^
全
顏
民
生
活
を
組
織
せ
し
め
ん
を
の
思
想
を
有
し 

理
想
主
義
的
哲
學
者
は
國
家
は
國
民
的
意
識
の
最
高
表 

.現
で
あ
り
、
國
家
に
ょ
つ
て
の
み
個
人
の
意
志
は
充

分
. 

に
實
現
す
名
こ

S
が
出
來
る

ビ
生
張
す
る
の
で
あ
る
。

是
等
砂
諸
種
の
甩
想
は.ギ
々
ド
社
會
主
_
_
の
滿
足 

す
る
所
で
は
な
い
の
で
あ
か
。

M

S

な
れ
.ば^

は
被
等 

の
信
す
る
所
を
叙
述
せ
し
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ギ
.ル
ド
础
會
主
義
省
は
國
家
を
機
關
で

あ

Aと
な
し

.
-
第
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f
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其

身
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を̂

鄉
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ズ
見
ょ
ぅ
* 

時
代
の
異
名
に
從
つ
て
、
ま
^
地
を
属
に
す
る
に
從 

つ
て
國
家
は
多
べQ

囊

を

採

^
把
の
で
あ
み
。
さ
ぅ 

し
て
其
實
際
.の
»
質
は
常
识
國
家
-0
存
在
せ
し
共
同
生 

一
活
體
の
社
會
的
構^.
ミ
密
狻
な
關
係
を
有
し
來
つ
れ
の 

で
め
る
。
封
建
的
®
同
生
猶
の
俯
代
に
あ
つ
て
は
掰
建 

國
家
を
生
じ
、
現
代
資
本
：主
：義
制
度
の
下
に
あ
つ
て
は 

j

資
本
家
的
國
家
を」

墨
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
故
に如 

、可
な
る
時VJ

場
所
と

 ̂0

い
て
_
も

國

家

の

眞

實

の

行
動 

j

は

共

同

生

活

：體

に
>
け
る
勢
力
の
分
布
に
i

.o
て
決
せ
.

ら
，れ
る
0で
.あ
る
：。
：
政
治
的
勢
力
そ
の
も
の
は
空
■
な 

I

も

..
の
：で
あ
る
。
其
重
澳
欢
所
以
は
犟
な
る
政
治
的
勢
カ 

\

と
し
て
で
德

く̂

忍

/漉
會
的
勢
カ
の
表
現
^
し
て
の 

政
治
的
勢
力
でp
-6

o
.Zの
社
會
的
勢
力
は:!
?
:*
;̂ 

宗
敎
的
：、
經
濟
的
等
の
形̂

採̂

名

の

で

あ

る

が

,:
>
現

代 

の
社
會
に
办
つ
て
は
そ
は
經
濟
的
勢
力
で
あ
る
。
而
し 

て
其
國
家
の
形
襁
洳
何
會
调
は
す
、
-國
家
を
動
か
す
も 

Iの
國
匿
、
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釦
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で
ぁ
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ズ
名
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の
眞
の
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質
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外
界
即
ち
經

濟
漱
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相
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頻
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せ
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採

名

の
2

巧

封
建
國
_

|
其
甚
f

 ,お
い
て
地
域
的
で
、
地
方 

主
に
4

て
代
f

'n
f

の
で
ぁ
るV

而
し
て
封2
 

國

家

の

濃

ど

满
I

家
め
：1

的
基
礎
は
2

1

 

ぅ
、.舊
時
の
地
域
的
國
家
は
近®

前
旣
に
消

滅

し

、
： 

代

完

摩

た

も

の

は’地

域

土

關

係

な

き

富

者

の

少

•
 

S

治
I

つ
T

，
濃

道

町

_

妣

義

地

域

的

.

沙

數

政#

0
最
*

の

表

親

孟.つ
_

で

あ

る;°
而
し

て
國
家
I

I

I遷

I

S

1新
し
S

貴

族

院

は̂

て
最
も
純
粹
な
る
地
域
的
集
合
で
あ
つ
た
が
今
は
殆
ん 

ど

其

姓

質

を

：洗

ひ

、
嫌智
璲
駿
に
過
ぎ
な
い
も
0
で

あ

る：「

#
る
'に
；̂

院̂

は

抵

基

礎

^

お
い
て
地
域
妁
で 

|

あ
*
 ̂

•
其

議

員

は

遞

摩

區

に

：
i
f
vrc
a
擧

せ

ら

れ

、

之

|

を

代

表

すt

薄

奮

。

奮

1

代

_

败

藤

一
係
等
に
-i
,
:つ
て
完
全
^

名
を
#

^
い
が
、
苻
ほ
大.Is:

ビ 

:

お
奪
她
雜
猶
奚
ふ
を
妨
げ
な
い
の
で
あ
る
。
故
に 

S

的

藤

：へ
：
•«
•國
家
は
：之
が
民
主
的
な
る
限
6

に

，
本

い

て

ま

衣

地

滅

御

な

ヵ

と

云

ふ

こ

ゼ

が

'«
來

る

の

で
 

あ

る
:-°
-

.
而

し

て

地

理

猶_

£

て

の

國

家

は

人

令

が

词

J. 

地

滅

に

炷

居

す

る

ビ
f

事

に
i

 

S
る

目

的

を

遂

布

す

る

爲

茗

薷

とt

v 

f

 

ず

る

の

で

_
! !

_

醫

#

'

'.
#

潴

填

猶

势

必

满_

_
醬

肠
.の
使
用
者.ミ
:1

て
代

I
I
!

表
す
る
も
.の
で
あ
る
。
即
ち
^
^
.*.自
治
體
は
都

市

^

住 

居
す
る
個
火
脅
共
瓶
@
使
用
者
、
聋
樂
渚

一.亡sers,」

4 

〕

0く
线
.と
し

て

代

表

す

る

、
さ

ぅ

.^
^

都

布

自

治

體

站

使 

用
並
に
等
樂
の
事
項
水
關.し
.て

は是
を
取
极
ふ
嘖
格.:
* 

有
ず
る
毛
の
で
名
4
が
、
.;
■
*
入
は
•、ノ
ン
顧
^
他
の
職
業 

を
有
す
ふ
も
の
と
^
て
代
表
3
れ
る
.̂
は
；他

の

圓

體̂

•
斯
.
/、<
:¥
;-
ド
社
會
生
義
は
國
家
''
0

#

1的
統
衝
權 

を

否

認

し

、
：
.國
家
を
し
/て
消
1
赉
の
み
を
代
表
せ
し
め

.'.. 

..,' 

..

f 

■-,.
 

.
V 

: 
ノ
 

.

，

.

生
產
潘
は
凌
た
彼
等
を
代
«

す
ゐ
81
體
を
有
す
べ
:-
1
,
ミ 

す
る

©

で
ぁ
る
。

/

ギ
グ
ポ
；̂

主
義
は
斯
機
な
社
會
組 

織
に
お

'

け
る

'

1,
1重
組
：織
を
採
用
せ

.

ん
^
す
る
の
で
あ
る

必

要

：

P

ぁ

つ

て

，
都W
自
治
顧
は
瑪
資
格
：の

^
ヤ
，

|

が

淇

理

由̂'
す
A
術

は

次

：の®

4
で
*>
■

'
 

も

の

：で

ぁ

る
'.
0
.此
事
は
國
民
‘的
國
家
.の
_場
合
に
ぉ
ぃ
.て

：

•
第
二
R
"
,
.
-A
^

#
'a
t
相
異
し
た
仕
事
を
す
る
爲
に

.も
调
樣
で
あ
，る
。
議

會

は

衾

が

民

.主

的

な̂

限
i

,
:-
®

:

民P

進
礎
.に

使

凋

省

ま

た

は

淳

樂

渚

ヒ

し
^

.-0

. 

人
.々

•
を

代

表

す

る

•?
>
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
國
家
は
國
段 

御
使
用
ま
れ
は
享
樂
の
事
項
^

つ
ル
て
は
达
を
取
扱
上 

資
格
が
あ
^

の
で
あ
る
が
、
坑
嗓
't
レ

て

ま

れ

鐡

.遒

從
 

業
«
と
し
て
人
々
が
影
響
を
受
く
べ
き
事
项
に
.つ
い
て 

は
國
家
は
之
を
取
扱
上
の
資
格
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

、斯

く

の

洳

く

推

論

し

來

つ

て

"

cr

丨
ル
は
國
家
'の
全 

J

的
統
饴
權
を
3?

認
す
る
の
で
あ
る
。

：

-
r

種
：々
な
_
體
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
が
、
彼
等
は
一
の

'
,
-
, 
ノ 

-
- 

- 

i 

:
-
.

組
織
轤
：の.み
を

通

：じ

て

は

其

：：相

互

.の

入

格

を

究

全

に

表 

S
ず

る>:o

i
が

出

來

，な

い

の

で

あ

る

。
特

殊

の

目

_

の 

爲

，に#
在
す
る
制
度
は
滿
洛
»
の
.共
同

の

目

的

を

，ょ
く 

,代
表
オ
名
こ
と
が
出
來
る.、
' 

■
る
it
如
：哬
な
る
制
度
も 

人
‘々
が
其
共
通
に
有
す
る
特
殊
のEl
的
を
離
れ
て
は
全 

一
的
の
人
^
し
て
彼
を
代
表
す
る
こ
^
は
出
來
な
い
か 

ら
.で
あ
.を
。
：

,,...—

■:
/...’
 

. 

’：

：
 

.
;
:

.

.
1 

-

.

\ 

、
-
-
.
.
.
- 

ノ
 

•
.

第

二

の

理

由

は

代

表

の

別

題

で

必

る

ノ

转

て

か

ら

代

第
十
爵
‘

(

，四
.！ニ
九
.)

~雜

,錄

ギ

>
F
,社
命
主
義
^
圃
家
觏

i

i
 

1

a
七



j 

M
f 

n
i
l
j 

/

1
3
.
. 

/ 

» 

. 

.
、
}
v 

r
 
oi.l

牢

四

卷

(

僻
四
〇)

儺

I
,

.¥
‘少
*
.社

富

蒙

_
敗
觀 

議
政
希
は
»

盾
に
«

む
も
‘の
.€
也
ら
れ
て
居
た
。

K 々

,は
代
表
‘さ
れ
る
こ
と
が
出
來
な
い
、
さ
ぅ
し
て
人
を
代 

表
す
.る
て
せ
は
.如
哪
ね
必
栗
7

ぁ
^
に
し
て
名
そ
'れ
ぱ 

杣
豫
的
で
ぁ
-

、̂
.
誤
驛
^
陷
ト
易
い
も
の
で
ぁ
る
。
こ 

•'
•
0代
表
制
度
な
る
も
の
は
：ぁ

る

,«
6
''
1
1內
に
おS

V

は
許 

容
さ
る
ベ
き
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
全
一
體
^
し
て
人 

を
代
表
す
る
爲
め
で
な
く
、
ぁ
る
人
々
の
共
通
に
官
す 

る
#

殊
.の
:@
的
0
爲
め
R
す
る
.も
の
で
:̂
i/
:れ
ば
な
ら
.

な
い
の
で
ぁ
る
。
然
る
ね
麗
*

の
國
家
比
於
け
る
代
_

制
度
'̂
人
?:
全
一
體
:̂
し
て
：代
表
し
朦
^
す
レ
の
で
ぁ 

;

る
。
故
^
か
、
る
代
*

制

度
-0
失
敗
《
必
然
的
で
あ
る 

こ
、
紀
ギ
ル
ド
社
會
主
義
者
は
其
ニ
重
的
社
會
組
織
^

對
す
る
：第一

i

の
规
由
を
發
見
し
た
の
で
あ
る
。

: 

'
コ
ー
.ル
'は
t
の
二
重
的
社
會
組
織
に
對
し
て
、

_

會
觀
の
上
か
ら
其
狸
論
的
根
據
を
求
，め
て
お
る
。
其

一
 

は
.社
會
的
勢
力
の
.平
衡
で
あ
り
、
其
ニ
は
側
人
2>
自
由

:フ
；

：
.
‘ 

’ 
ノ
、
 

第
a
號
' 

:l'il

八
.

'

デ
シ
ョ
ナ
ル
。
ギ

火

ブ

の

耝

織

は

先

づ

第

 
一
k
勢
力
の 

平
衡
で
あ
石
。
ギ
ル
ド
社
會
主
義
者
はft
會
的
勢
力
を 

1
1

つ
:0
聯
態
^
分
つ「

て
之
^
經
濟
的
並
に
政
治
的
勢
力 

4
し
、
經
濟
的
勢
カ
拟
政
於
的
勢
カ
ょ
士4
優
カ
で
.あ 

6

în
何
な
る
蹄
C

い
マ
も
*
濟
的
#
カ
を
有
す
る 

社
會
射
勢
カ
が
漱
治
的
勢
カ
を
掌
握
し
、9
ぅ
し
て
た 

^
そ
の
階
級
を
經
«
细
韻
圍
に
お
い
て
顔
覆
し
©
る
翁 

慨
鈒
此
ょ
り
て
の
み
、
消
政
满
的
權
カ
を
椋
奪
さ
れ
る 

'ミ
：主
張
す
^
の
.で
急
る
。

，
.

ノ
斯
く
:0
.如

/&
見
*
を
採
れ
る
ギ
ル
ド
社
會
主
義
者
ド 

同
:#
に1

1重
的
振
會
，
.*
織
說
5:
採
る
の
'は
、
彼
等
が
肚 

會
的
勢
カ
を
經
濟
的
並
化
政
治
的
勢
力
に
分
つ
た
^
ど 

を

'.
«
意
義
|.
:
す
る
:4
の
'で
は
な
か
ら
ぅ
か
。
¥
レ
ド
1 

會
主
'義
の
こ
.の
點
に
對
す
:6
ナ
ン
デ
ィ
ヵ
ジ
ス
ト
16
に 

マ
ル
ク
ス
派
產
業
別
勞
働I
合
お
_
者
の
批
評
は
ギx

で
あ
る

ド
祉

-t
主
義
者
が
國
家
^
以
つ
て
社

會
.0
經
濟
的
權
^
 

の
反
映
な
.̂
ビ

し

て

，
、

尙

ほ

政

治

ミ

經

濟

W

を

分

離̂

!.

し
め
ん

^
>
す
る
の
に
對
す
る
も
の
で
あ
る
。

バ
ギ
ル
ド
社
會
屯
義

*の
旅
史

« 

U
ょ
れ
ば

)It
#

の
進 

化
は
社
會
的
諸
階
級
が
經
濟
的
勢
カ
を
掌
攆
せ

ん

す

る

れ
シ
ョ
一
ナA'

•ギ
,
ゾ
を
以
？

分
^
ク

ス

の

黎

巍
 

Q

槪
念
に
お
け
る
が
如
く
、
こ
の永
V

過

程
^
お
0
る 

頂
點
で
ぁ
り
、
其

過

程の

完

成

で

ぁ

る:^
肩

為

の

で

あ 

f

oナ
ジ
き
チ
汝
*ギ
が
ド
の
：劍
設
の
骑
に
は
®

爭
賴 

は
終
末
を
吿
げ
、
社
會
的
階
級
は
旣R
過
去
の
^
の
ゼ 

な
る
。
斯
く
の
如
き
渐
し
為
狀
應
の

(

下
に
ぉ
ぃ
て
舊
時 

0
經
濟
的
勢
力
七
§

的

|

.

_

係

は

何

等

の

變 お

け

，る
.胜
會
關
係
は
维
等
の
關
係
で
あ
る
。
ギ
^
.
y
0 

會
の
平
衡
^
坐
命
^

の
-根
本
的
に
據
ク
て
掛
る
r

の
^
 

等
の
關
係
で
あ
る
:'
0

か
く
コ
1

ダ
K
,取
つ
て
设
.勢
力
の 

苹

衡

麥

ル

ダ
®
根
本
原
理
f

あ
t

 

i
の
根
本
原
理 

:

か
ら
の
分
離
は
.ギ
ぞ
ド
の
中
樞
的
性
謂
を
破
*
す
る
も 

の
で
あ
る
。

民

主

的

社

赛

盔

V
:

馨

組

織

.
S

產

齎

.並

に

經

，

的
形
播
を
維
持
せ
ん
) £

す
る
极
本
猶
の

«

由

は

，
現

在
 

の
.

資
本
主
義
制
麂
の
有
す
る
絕
大
.な
る
權
カ
を
分
劍
す 

る

つ

S

み

，
個
人

1

由
は
確
倨
せ
ら
る 

る
か

•

ら
で
あ
る
。
勢
カ
の
典
中

.

に
對
す
る
吾
々
の
扰

_

が

會

i

 

I

I

制
i

i

み

で
I

、

他

の 

:

i
l
t
.
F
l
;

，一f
ン
、

ヒ
ニ
そ
ト
置
ぐ
こ
と
一
如
何
な
る
所
に
も
勢
カ
の
集
中
は
反
對
し
な
け
办
ば
な

が
踏
級
#

圃
ょ
j

坐
で
、
興
基
*

文
こ
、
‘に
*
ぐ
,

が
眞
理
で
あ
る
な
ち
ば
、
0
0
0
攔

ぬ

終

結

と

洪
:̂
そ 

の
社
會
的
關
係
の
存
在
も
消
滅
す
^

し
^

な

す

の:^
眞

.で
は
な
か
^

T

•か
。

而
し
て
、
斯
く
の
如
&
社
會
組
織
に
到
«

せ
.る
時
に

如
何
な
る
所
に
も
勢
カ
の
集
中
は
反
對
し
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
味
個
人
が
其
人
格
を 

認
め
ら
れ
、
其
自
由
を
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
所 

に
於
て
は
必
然
的
の
結
梁
で
あ
る
。

十

二 

.

^

.

s
 (

四
四
ブ)

雜

錄

ギ

ly
F
蝕

富

意
.调
镣
.

第

三

號

〗
in

九



i

!
!,

Ii

第

十

想(

西
®'
一、

)
ナ
シ
ョ
ナ

.f

ギ
ダ
ド
.
5

け
る
ギ
ル
、
ド
は
生
逾f

 

f
表

L -
.國
r
被

消

費

者
^
代

表

す

る

の

は

前.論
旣
R

の
機

»

は
ホ
ブ
ソ
ン
の
研
究
钆
ユ
れ
ば
、

(

一)

法
律

、

. 

三

)

臀
術
、

(

三

)

陸

髮

並

に

霧

、

(

四

)

對
外
_

係 

C

五)

敎

育
、バ
六

)

中
央
？

地
方
行
政
の
六
で
あ
る
。 

(
s

,

 

c

.
 H

o
b

s
o

n
;

 

N
a

t
i

o
n

a
l

 

G
u

i
l

d
s

.
p

.

 
2
5
9
)

今
之
を 

詳
論
す
る
暇
は
な
い
が
、
以
上
前
號
に
あ
い

5

ル
ド 

r
}I
r

會
に
.お
け
る
國
家
の
否
定
的
方
而
即

ち

ナ

シ
ョ
ナ
ル
。

ギ

ノ

系

配
R

お
V

て
國
家
か
之
に
干
#
せ
ざ
る
方
面

:阈
家
5

す

る

社

脅

學

的

考

察

！

ま
_懸

響

.
'
!

面
を
指
示
せ
る
こ

e

に
よ
ぅ

：
、

v

y

F

L i
r

t

l

t

 

袞
f

 

こ
' 

,

,

:
:

:
:

ヘ
キ

>

 

卞

社

會

法

義

の

國

\ 

薄
觀

1
大

好

之

を

紹

介

し

得

た

こ

ど€耆
ず

る

？

.

'
 

(
x
l
l
o
-
r
T
l
I
J
)

.;'
:

忘
れ
ら
れ?:
名
>
ィ
ド
敎
授

S

S

一
 
四
〇

忘

れ

ら

れ

れ

る

ロ

ィ

ド

教

授

.

.

.
，

_ 

.

.手

‘
探

壽

デ

でシ

デ
•ン
ス

ど

メ

シ.ガ
1
と

ツ

火

ラ

泛

侬

り

て

殆

|

ん

と

同W
的

に

賞

艺

れ

る

主

嚣

鍪

ち

、

1
卜

\

年

代

に

於

て

卑<も

ゴ
,
^
ン
S

名

馨

せ

らe 

I

た

も

のH

は

何

令
I

I

I
る
I

で 

:

あ

る
o
去

り
f

多

べ

の

人

々

寒

ぶ

る

が
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